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	「考える・書く・伝える」
	令和8年度学力向上
	令和8年度もSE（スクールエンパワメント推進事業）として、学力向上に向けた取り組みを進めていきます。
	〈基本方針〉 ① 千赤スタンダード「考える・書く・伝える」に基づいて、知識の定着から思考する力や表現する力をはぐくむ授業展開を実践していく ⇒「根拠」を問う授業展開の推進 ② 授業で習得した思考する力や表現する力を探究活動に活かす。 ③ 探究活動で習得した思考する力や表現する力を、各教科の知識・思考を深める力に使う。
	今年度は、自分の考えを「伝える」ことを大切にして、知識の定着と思考力の育成を進めていきたいと考えています。　
	たくさんの教科で、「根拠」を問う授業展開を行っています。
	文や言葉を根拠に人物像を考える
	「学び合い」で伝えることを重視した授業が増えてきました。




